
町
民
の
た
め
に

町
民
と
協
働
す
る
行
政・議
会

い
ま
す
。

る
「
協
働
」

動
や
行
政
広
報
を
行
い

田
原
本
町
を
創
造
す
る
た
め

地
方
分
権
の
時
代
を
迎
え

反
映
し
て
い
ま
す
。

請
願
な
ど
の
審
議
を
行
い

最
終
決
定
や
行
財
政
運
営
の
監
視

、

項
目
を
含
め

に
よ
る
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

選
挙
で
選
ば
れ
た
議
員
が

、

会
が
あ
り

必
要
に
応
じ
て
開
か
れ
る
臨
時

、

回
の
定
例
会
と

、
町 、
民
と
連
携

、、

決
算
な
ど
を
審
議
し
て
い
ま
す
。

政
の
運
営
方
針
や
条
例
の
制
定

、

町
議
会
で
は

踏
ま
え
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
運
営
を
進
め
て
い
ま
す
。

民
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
よ
う

を
計
画
的
に
推
進
し
な
が
ら

が
予
想
さ
れ
る
な
か

開
か
れ
た
議
会
活

活
力
と
魅
力
あ
る

そ
の
結
果
を
行
政
に

、
、・

、
町
民
か
ら
の

議
会
は
年
４

町 効改
廃・ 、

協
力
す

、政 予
算策

の ・

ま
ち
の
未
来
を
方
向
付
け
る
町

率
と
効
果
を

多
様
化
が
進
む
住

生
活
に
関
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
施
策

、
行
政
で
は

議
会
の
議
決

、

少
子
高
齢
化
な
ど
に
よ
る
厳
し
い
行
財
政
運
営

町議会

田原本町役場
相談窓口

田
原
本
町
歌
作
詞
：
藤
本
武
重

作
曲
：
吉
井
邦
彦

三 二 一
、
一
、、

三
、 、

二
、

田
原
あゝ　み
ん
な
み
ん
な
あ
わ
希
望
拓
く
夢
も
う
つ
る

田
原
あゝ　み
ん
な
み
ん
な
む
す
ぶ

は
た
実
り
清
き
大
和

田
原
あゝ　　

ふ
れ
今
に
文
化
光
あ

　本 せのあひ ら あつ
わ
れ

　本 ゆな 　本

み
ん
な
み
ん
な のふ

でで　る 街

め
ぐ
る

足しろ わ
れ
で　で心く 　 たたが ででう かれ山えわ

れ
歩 心　　音たが並 歌 も歓かれ

わ
れ生　 　心 おる　　々ら　むつ

く
み　 ら　に　り わ

れ
　う
寺
川 る　 　び　に らよ き 　　 り　が 肩

くひ
と

が
わ
れが空

に
和
や

る曽
我

　ら り ら ら
手
をふ ふの の
ひ
とる る

明
る
み
ど

誇
喜
び すこ

胸
お
伸
び
中
街
道

ふみ のる町
楽
し

と　か 町
唐
古さ さ

笑
顔
祭
り
花
さ さ

歴
史

さ のり じだどゆ よ にに く よ
幸
せ
りつ　 い輪 の町

り
にと とに にまらく 太町飛

鳥
とひ 鍵

遺
跡

しよ映
すせ町 か鼓 らよ え
て る 川 べよ て（

あ
と
）
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田原本駅付近の動画が見れます

田原本駅付近の動画が見れます

町  章

昭和 33 年 7月1日制定

町の花 水仙
         （すいせん）
昭和 61 年 9月25日制定

町の木 いちいがし
昭和 61 年 9月25日制定

田原本町民憲章
昭和 61 年 9月25日制定

わたくしたちは田原本町民の一人であることを
自覚し、平和でゆたかなまちをつくるために

この憲章を定めます。

・力をあわせ　美しいまち住みよいまちをつくりましょう
・郷土に誇りをもち　文化の向上をめざすまちをつくりましょう
・健全な心とからだをつくり　明るいまちをつくりましょう
・しごとによろこびをもち　活気あふれるまちをつくりましょう
・お互いに尊重しあい　あたたかいまちをつくりましょう

ま
ち
確
か

のな
行運
政営


